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注：         は、点検し、修正する部位を示す。 

 

 

オートマチックトランスミッションの電気配線において、配索設計が不適切なため、配線がフロントプロペラシャフト

に接触して摩滅し、損傷することがある。そのため、電気モータの動力補助機能が喪失することで排ガス値が悪化

する他、最悪の場合、ギア段がニュートラルに固定されることで走行不能になるおそれがある。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、配索を点検し、クリアランスが基準以下のものは配索を変更する。なお、配線に損傷がある場合は、修

理する。 

 

 

識別 ： 車台番号の付近に黄色の識別ペイントを塗布する 

不具合発生箇所 

トランスミッションの配線 

フロントプロペラシャフト 


